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平成30年１月25日会議概要

第１ 日時

平成30年１月25日（木）午前９時00分から午後２時10分までの間

第２ 出席委員

石川委員長、渡部委員、平林委員、長谷委員、森委員

第３ 全体会議

[警察幹部出席者]

警察本部長、総務部長、警務部長、生活安全部長、地域部長、刑事部長、交通部長、

警備部長、警察学校長、近畿管区警察局京都府情報通信部長

１ 委員報告

(1) 年頭視閲式

（石川委員長）１月20日に実施された年頭視閲式は、天候にも恵まれ、多くの府民の

皆さんに参観していただきました。我々も警察職員の皆さんの凜々しい姿を拝見する良

い機会になり、また、府民の皆さんにとっては、警察車両を含めて府警の全体像を見て

いただく良い機会になったと思います。

（渡部委員）年頭視閲式は、年々、府民の皆さんに警察を理解していただきやすい内

容になってきており良かったと思います。

（平林委員）来賓の方々が幾度となく「昼夜を分かたず」という言葉を用いて挨拶を

され、その後、制服姿の警察職員が自信に満ちた姿で分列行進をされているのを拝見し

て、正に、この方々が、昼夜を分かたず府民の安全・安心を守っておられるのだなと改

めて感じました。

（長谷委員）天気は良く、観客の方も多くて非常に良かったと思いました。

（森委員）初めて視閲式に出席し、間近で警察活動の一端を拝見することができたの

で、非常に良かったと思うと同時に、視閲式の場で日頃の鍛錬の成果が披露されたもの

と思いました。

(2) 平成29年度総合警備訓練

（石川委員長）最近では、インターネットでサイバー攻撃をしかけて混乱を起こし、

大規模かつ瞬時に多数の死傷者を出すような事態が起こらないとも限らないので、それ

に対して的確な対応や救助等をしっかりやっていただきたいと思います。訓練でやって

いないことは、本番でできるわけがないので、様々な攻撃があることを念頭に置いて、

訓練を積み重ねていただきたいと思いました。

（渡部委員）いざという時に備えて、訓練というのは必須だと思います。今回の訓練

内容は本当に充実していたと思いますが、将来、発生が予想される事象に対応するため

には、訓練想定も常に進化・発展させていくことも重要であると思いました。

（平林委員）全世界でテロなどの人為的な事件や予期せぬ自然災害等が発生しており、

機動隊等の出動を必要とする場面が日常的になっているものと感じています。今回の訓

練は、府民の安全・安心に直結している内容だったので、非常に頼もしく感じました。

一方で、隊員の安全を守ることも大切であり、装備資機材の改良・改善にも引き続き取
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り組んでいただきたいと思います。

（長谷委員）今回のような練度の高い訓練は、いざという時のために大切であり、日

頃の鍛錬が不可欠であると思いました。

（森委員）今回の出来栄えは、長年にわたる訓練の積み重ねであると思いました。

２ 報告事項

(1) 平成29年度永年勤続者表彰について

警務部長から、平成29年度の永年勤続者表彰の表彰区分、表彰種別、受賞者数のほか、

平成30年２月１日に警察本部で行われる平成29年度永年勤続者表彰式の式次第等につい

て報告があった。

(2) 平成30年節分祭雑踏警備の実施について

地域部長から、平成30年２月２日と同年２月３日の両日実施する吉田神社節分祭等の

雑踏警備に関して、警備態勢、雑踏対策、臨時交通規制等について報告があった。

(3) 平成29年中の交通事故発生状況

交通部長から、平成29年中の交通事故発生状況、地域別・時間帯別等の死亡事故の状

況等について報告があった。

石川委員長から、「高齢運転者による事故が多いので、運転免許証の返納を促進して

いただきたいが、返納によって移動の自由を奪われれば、高齢者の孤立を招いてしまい、

別の問題を発生させることにつながりかねない。高齢運転者が免許証を返納しやすい環

境を整えていただきたい。」旨の発言があった。

(4) 初任科第 243期（長期課程）卒業式の実施について

警察学校長から、平成30年１月31日に警察学校で実施する初任科第 243期（長期課程）

卒業式の式次第、術科検定取得状況、教養状況等について報告があった。

３ 本部長報告

本部長から、

○ １月20日に実施した年頭視閲式は、天候にも恵まれ、多くの府民に参観していただい

た。我々警察職員にとって視閲式は、年頭に当たって府民の安全・安心を守るという使

命を再認識する機会であり、また、車両等を含めた装備資機材を視閲式で目の当たりに

することによって、改めて自分が所属する京都府警察という組織の力を再認識する機会

でもあり、職員が、それぞれの持ち場で自信を持って職務執行に当たることにつながる

ものと思う。また、知事を始めとした来賓はもとより、多くの府民、特に子ども連れの

方が多く、こうした方々に見守られることによって、警察活動に対する関心の高さや警

察に対する期待と信頼を実感し、我々自身が身を正すことにもつながるものと思ってい

る。

○ １月24日に実施した平成29年度総合警備訓練は、本部機動隊、各警察署に配置された管

区機動隊及び警察署の地域部門から組織する第二機動隊で構成された部隊によって行わ

れた。各隊の練度は異なるが、大きな災害やテロが発生すれば、練度に優る本部機動隊

だけでは十分でないことから、そうした事態に備えて管区機動隊や第二機動隊の訓練が

重要だと思っている。

旨の報告があった。
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第４ 個別会議等

１ 審議事項

(1) 運転免許関係行政処分について

交通部聴聞官から、道路交通法の規定に基づく運転免許の行政処分に係る聴聞、意見

聴取の結果について説明があり、審議の上、13件の行政処分を決定した。

(2) 生活道路の安全対策のための最高速度規制の実施及び解除

交通規制課調査官から、東山、木津、亀岡、綾部、舞鶴及び京丹後警察署管内にある

小学校や中学校の通学路になっている生活道路は、通勤通学時間帯等に通り抜ける車両

が多く、地域住民から地区内における速度抑制、通過交通の流入抑制に係る要望もある

ことから、当該地区内の道路の最高速度を30キロメートル毎時に指定（区域規制）し、

「ゾーン30」として整備すること等について説明があり、審議の上、最高速度規制の実

施及び解除を決定した。

(3) 公安委員会あて苦情等申出について

公安委員会補佐室室長補佐から、公安委員会あての苦情等申出に関して、受理１件の

報告があり、処理方針を決定した。また、調査結果及び通知案１件の説明があり、審議

の上、通知内容を決定した。

２ 報告事項

(1) 監察案件について

首席監察官から、監察案件について報告があった。

(2) 平成30年度府費警察費当初予算（案）の概要について

会計課長から、平成30年度府費警察費当初予算案の総額、主要事項の事業名、予算額、

概要等について報告があった。

(3) 教育委員会との意見交換会レクチャー

少年課長から、平成30年２月１日に開催される京都府教育委員会、京都市教育委員会

及び京都府公安委員会による意見交換会の討議テーマに係るレクチャーがあった。

(4) 当面の行事予定等について

公安委員会補佐室室長補佐から、次回の公安委員会定例会議及び出席予定行事等につ

いて報告があった。


